


　大阪大学は、「地域に生き世界に伸びる」をモッ

トーとし、人類の安寧と福祉、世界平和、社会発展と

自然環境の調和に貢献することを基本理念として、

世界最先端の学術研究の成果を社会に還元し続けて

きました。

　いま世界では、新型コロナウイルス感染症

(COVID-19)による混乱が広がっています。この感

染症のみならず、国際連合が定めたSDGs（持続可能

な開発目標）にあるように、気候変動、大気汚染など、

地球規模の困難な課題に直面し、深まる不安の中で、

私たち一人ひとりの未来への展望は大きく揺るがさ

れています。こうした状況下にあって大学は、従来の

機能を保ちながらも、「産」「官」「民」と「学」の間で、包

括的に深く連携し、課題探求や基礎研究の段階から

「共創（Co-creation）」することにより、イノベー

ションを起こすことが必要です。

　大阪大学は、創立100周年を迎える2031年までを

射程に入れ、「社会変革に貢献する世界屈指のイノ

ベーティブな大学」となる将来構想を示しました。こ

の構想の卓越性、将来性が評価され、2018年10月に

指定国立大学法人に指定されるに至りました。たゆ

まぬ自己変革の指針として2016年に打ち出した

「OUビジョン2021」は2019年12月に「OUビジョン

2021－社会変革に貢献する世界屈指のイノベー

ティブな大学へ－」として改定し、「Diversity（多様

性）」と「Disruption（創造的革新）」の二つの「D」を

各取組みの基軸とするとともに、「共創」による好循

環を具体化した「OU(Osaka University)エコシステ

ム」を取組みのエンジンとする重点施策を示しまし

た。「OUエコシステム」とは、卓抜した教育研究成果

を社会実装し、その過程を通じて発掘した新たな課

題を分析し、それをさらに本学の教育研究活動の礎

として還元するという好循環(エコシステム)を実現

する仕組みです。これにより、卓越した教育研究成果

の持続的な創出と社会還元、そして、社会課題解決に

貢献するイノベーティブな人材の育成を一体的に連

動させ、強力に推進していきます。

　本学では、この「共創」を実現させる場として、サス

テイナブルキャンパスオフィスを中心とした学内構

成員の協力のもと、地球環境とサステイナビリティ

に配慮したキャンパスづくりにも取り組んでいま

す。特に2021年4月に箕面船場東地区へ移転する新

キャンパスは、その高い環境性能、持続可能性が評価

され、世界で最も認知度が高い環境性能認証システ

ムであるLEED(L e a d e r s h i p  i n  E n e r g y  a n d  

Environmental Design)において、2019年3月に日本

の大学として初めて、街づくり・エリア開発を評価す

るLEED-ND(Neighborhood Development)で

「Certified」の予備認証を取得しました。

　今後、本キャンパスにおいては、図書館などを広く

一般利用できる施設として開放するとともに、外国

語学部のもとに世界70か国の学生が結集するとい

う多様性を活かし、市民と日本人学生、留学生が一体

となったコミュニティ形成を行うことで、「共創」を

加速してまいります。そして、本取組みを好事例に、

今後もSDGsに掲げられた目標達成に貢献すべく、

諸課題の改善に向けて精力的に努めてまいります。

　最後になりますが、本学における環境への取組み

を、この環境報告書を通してご理解いただき、皆様の

さらなるご支援とご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。

2020年8月　
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国立大学法人大阪大学総長



『環境報告書 2020』の構成について

大阪大学では、2006年より環境配慮促進法に基

づき大学における環境保全活動を報告する「環境報

告書」を毎年発行しており、本号で15年目となり

ます。

この間、社会では SDGs目標達成が世界全体の課

題として認識されるなど、環境問題のみにとどまら

ず、広く事業活動の社会的責任への対応を社会に向

け発信することの意義が高まっており、企業では環

境報告書を「サステナビリティレポート」や

「CSR 報告書」に改称し、地域社会への貢献、人権、

コンプライアンス、ダイバーシティを含んだ内容と

している事例が多くなっています。

近年では、大学の社会的責任 (USR:University 

Social Responsibility) がヨーロッパを中心に話

題となりつつあり、関連した大学間ネットワークも

見られるようになってきています。

そのような変化の中で、本学の環境報告書でも、

歴代の編集担当者および関係者のボランタリーな努

力により、従来の環境保全活動の枠を超えた「安全・

安心への取り組み」「雇用・労働等」「教育・研究活動」

「地域社会への取り組み」「学生の環境への取り組み」

などの記事を積極的に盛り込んで参りました。

2018 年 4 月からは、環境報告書の編集体制の強

化、継続性の向上を目的として、環境報告書編集チ

ームを、施設部、サステイナブルキャンパスオフィ

ス、環境安全研究管理センター、安全衛生管理部等

から構成される教職協働の体制で立ち上げ、環境報

告書のあり方について議論を続けてきました。

そこで、本号では従来の方針を更に深め、“特集「大

阪大学の社会貢献と持続可能性」”をサブタイトル

とし、２部構成をとることといたしました。

第１部は「キャンパスの環境負荷とその低減に対

する取り組み」と題し、法令に定められた環境報告

書として、本学の概要、環境方針や環境管理体制等

の紹介、環境負荷の低減に対する様々な取り組みに

ついて紹介しています。

第２部は「特集：大阪大学の社会貢献と持続可能

性」として、社会ソリューションイニシアティブ、

社会技術共創研究センター、共創機構、各研究科で

行われている教育研究面での社会貢献の一端を紹介

するとともに、学生の課外活動や研究成果、ダイバ

ーシティ・インクルージョンの取り組み、安全で快

適なキャンパスづくり、省エネルギーの推進など、

本学における幅広い社会貢献・サステイナビリティ

獲得のための活動を紹介する記事を取りまとめてい

ます。

本号を地域社会の皆様や大学構成員など様々な立

場の皆様にお読みいただき、次年度以降の環境報告

書のあり方について、ご意見をいただけましたら幸

いです。

大阪大学環境報告書2020編集チーム
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環境方針に基づき、環境への影響が大きいと考えられる項目に対し、2019年度は下記の表に記載している

内容について取組みを行いました。環境方針を計画的に達成するため、項目や目標について適宜見直しを行い、

環境保全に取組みます。

環境目標と達成状況

環境方針 項目 目標 実績等 掲載頁

廃棄物リサイクル

エネルギー使用量

化学物質の取扱い

産業廃棄物の処理

地域社会・周辺自治体・
企業等との連携の推進

グリーン購入推進

環境関連の教育・研究
の推進

サステイナブル
キャンパスの実現

キャンパスを環境に関
する教育及び実証実験
の場として活用

法規等の遵守

人材育成と研究
成果による貢献

持続可能な
キャンパスの構築

キャンパスの教育
及び実証実験の場
としての活用

先進的な
環境マネジメント
システムの導入

P10-11

P14-15

P19-20

P19

P20

P23-40

P48-52

P47
P53-54

P17-18

P41-44
P47-48

原単位の前年度比
1% 削減

一般廃棄物の
リサイクル率向上

薬品管理システムの
運用の促進

マニフェストに基づく
管理の徹底

地域社会・周辺自治体・
企業等との連携

特定調達物品の
目標 100%

研究成果を通じた
社会貢献

安全で快適な修学・
就業環境の推進

学内イベントでの実践

環境負荷の低減を実現
するキャンパスの構築

・ 7.3% 削減

・ 吹田 34.8%（1.6%pt 減）
・ 豊中 49.3%（7.4%pt 増）
・ 箕面 49.0%（4.3%pt 減）

・ PRTR法及び大阪府条例に
基づく排出量把握と届出

・ 廃棄物の適正な管理と処理
・ 電子マニフェストの導入

P45-46
環境問題の解決に
貢献する人材の輩出

・ 学生による環境関連の研究
成果

・ ダイバーシティ・インクル
ージョンへの取組み

・ 安全衛生への取組み

・ 生協学生委員会の取組み

・ 持続可能性に関する研究

・ 環境負荷低減への取組み
・ サステイナブルキャンパス

への取組み

・ 概ね達成

・ 地域社会への取組み
・ 企業との連携

2019年度の環境目標と実績
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http://www.epc.osaka-u.ac.jp/
http://www.epc.osaka-u.ac.jp/pdf/NEWS%2029.pdf
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社会ソリューションイニシアティブ (SSI) と「いのち」理念・構想

社会ソリューションイニシアティブ長　堂目卓生

　社会ソリューションイニシアティブ（SSI）は、

今から30年先、2050年を見据えて「命を大切にし、

一人一人が輝く社会」の実現を目指し、命を「まも

る」、「はぐくむ」、「つなぐ」という視点から様々な

社会課題に取り組む学内シンクタンクとして2018

年１月に設置されました。

　SSIは、３つのステップからなる螺旋的循環を繰

り返しながら取組を進めてきました。最初のステッ

プは、持続可能な共生社会を構想し、解決すべき課

題を発見し整理します。具体的には、学内外の人び

とが集う「SSI サロン」を開催し、個別の課題や将

来の社会について対話します。「SSI サロン」の他、

「学生のつどい」、「SSI 車座の会」等、学内や社会

の様々なステークホルダーに合わせて様々な「場」

を作ります。第２ステップでは、SSI サロンで議論

された課題をもとに、「基幹プロジェクト」を立ち

上げます。プロジェクトには学内外の研究者、実務

家、大学院生等が含まれます。現在、サロンのテー

マとも関連する８つのプロジェクトがあります。サ

ロン、プロジェクトのテーマは、防災・減災、教育

効果測定、平和構築、環境、高齢化社会、医療、行

動経済学、アフリカ、コミュニティづくり、人材育成、

未来社会、文理融合、SDGs、こども、障がい、研

究と社会といったものです。第３ステップでは、

SSIの活動の成果を踏まえ、社会の多様なステーク

ホルダーとともに2050年の社会を構想するための

シンポジウムを開催します。

　今後もこの取組を継続し発展させていくととも

に、学内の諸機関、他大学、そして海外を含む社会

の様々な機関や個人との連携を深め、共感に基づい

た「共創ネットワーク」を構築していきます。様々

な人びとが集う「場」を形成し、社会の課題に取り

組むためのネットワークを整えておけば、平時はも

ちろん非常時にも、苦境に陥っている人を見つけ、

助け出すことができます。そのような自律的な仕組

みをどう形成するか、これを探求し、学術機関とし

て、探求の結果を言語化、体系化し、あらゆる課題

に対応するための基礎的な処方箋を発信したいと考

えています。

　2050年に「命を大切にし、一人一人が輝く社会」

の実現を目指すSSIは、2030年までの「持続可能な

開発目標」（SDGs）を重要な道標として位置づけ、特

にSDGsのテーマ「誰一人取り残さない」の精神に則

って、関連するプロジェクトを実施または支援しま

す。またSDGsの推進とともに「いのち輝く未来社会

のデザイン」を目指す2025年の大阪・関西万博に

も協力する予定です。「命」を起点とするSSIの取組

と目標は、次ページの図に示されます。

　こうしたSSIの理念と取組は、大阪大学全体の研

究の方向性にも影響を与えました。大阪大学は、社

会的課題の解決を志向した研究のさらなる推進に向

けて、2019年に、「いのち」を普遍的な共有概念と

して、100年を見据えた独自の研究推進構想「いの

ち構想」を掲げました (『「いのち」にむきあう研

究のために―社会的課題に取り組む大阪大学』) 。

いのち構想は、いのちに「むきあう」という標語の

もと、SSIが掲げた視点と共通の、いのちを「まも

る」、いのちを「つなぐ」、いのちを「はぐぐむ」と

いう三つの観点から構成されています。

教育・研究を通した社会貢献と持続可能性

　「いのち構想」はSDGsの理念にも共鳴し、また

SDGsで掲げられた2030年の達成目標とする社会

像を包摂し、さらに長い今後100年を見据えた構想

です。「いのち構想」のもと、社会の多様なステー

クホルダーと共に研究分野を捉え直すことで、「研

究開発エコシステム」を循環させ、社会的課題の解

決に資する社会とのイノベーション共創を推進する

大阪大学に対して、SSIは羅針盤としての役割を果

たしていきます。
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プは、持続可能な共生社会を構想し、解決すべき課

題を発見し整理します。具体的には、学内外の人び

とが集う「SSI サロン」を開催し、個別の課題や将

来の社会について対話します。「SSI サロン」の他、

「学生のつどい」、「SSI 車座の会」等、学内や社会

の様々なステークホルダーに合わせて様々な「場」

を作ります。第２ステップでは、SSI サロンで議論

された課題をもとに、「基幹プロジェクト」を立ち

上げます。プロジェクトには学内外の研究者、実務

家、大学院生等が含まれます。現在、サロンのテー

マとも関連する８つのプロジェクトがあります。サ

ロン、プロジェクトのテーマは、防災・減災、教育

効果測定、平和構築、環境、高齢化社会、医療、行

動経済学、アフリカ、コミュニティづくり、人材育成、

未来社会、文理融合、SDGs、こども、障がい、研

究と社会といったものです。第３ステップでは、

SSIの活動の成果を踏まえ、社会の多様なステーク

ホルダーとともに2050年の社会を構想するための

シンポジウムを開催します。

　今後もこの取組を継続し発展させていくととも

に、学内の諸機関、他大学、そして海外を含む社会

の様々な機関や個人との連携を深め、共感に基づい

た「共創ネットワーク」を構築していきます。様々

な人びとが集う「場」を形成し、社会の課題に取り

組むためのネットワークを整えておけば、平時はも

ちろん非常時にも、苦境に陥っている人を見つけ、

助け出すことができます。そのような自律的な仕組

みをどう形成するか、これを探求し、学術機関とし

て、探求の結果を言語化、体系化し、あらゆる課題

に対応するための基礎的な処方箋を発信したいと考

えています。

　2050年に「命を大切にし、一人一人が輝く社会」

の実現を目指すSSIは、2030年までの「持続可能な

開発目標」（SDGs）を重要な道標として位置づけ、特

にSDGsのテーマ「誰一人取り残さない」の精神に則

って、関連するプロジェクトを実施または支援しま

す。またSDGsの推進とともに「いのち輝く未来社会

のデザイン」を目指す2025年の大阪・関西万博に

も協力する予定です。「命」を起点とするSSIの取組

と目標は、次ページの図に示されます。

　こうしたSSIの理念と取組は、大阪大学全体の研

究の方向性にも影響を与えました。大阪大学は、社

会的課題の解決を志向した研究のさらなる推進に向

けて、2019年に、「いのち」を普遍的な共有概念と

して、100年を見据えた独自の研究推進構想「いの

ち構想」を掲げました (『「いのち」にむきあう研

究のために―社会的課題に取り組む大阪大学』) 。

いのち構想は、いのちに「むきあう」という標語の

もと、SSIが掲げた視点と共通の、いのちを「まも

る」、いのちを「つなぐ」、いのちを「はぐくむ」と

いう三つの観点から構成されています。

　「いのち構想」はSDGsの理念にも共鳴し、また

SDGsで掲げられた2030年の達成目標とする社会

像を包摂し、さらに長い今後100年を見据えた構想

です。「いのち構想」のもと、社会の多様なステー

クホルダーと共に研究分野を捉え直すことで、「研

究開発エコシステム」を循環させ、社会的課題の解

決に資する社会とのイノベーション共創を推進する

大阪大学に対して、SSIは羅針盤としての役割を果

たしていきます。
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大学が ELSI 研究に取り組むこと

社会技術共創研究センター センター長　岸本充生

のデスクで飲んでもよいでしょうか。法律では禁じ

られてないものの、職場では控える人が多いでしょ

う。新規技術が社会に受容されるには新たなルール

が必要です。それは法規制である必要はなく、約束

事や作法のようなものかもしれません。

大阪大学は、社会との共創を通じた「社会変革に

貢献する世界屈指のイノベーティブな大学」を目指

しており、新規科学技術を研究開発し、社会に実装

することが不可欠です。そのためには、倫理的・法的・

社会的課題（ELSI）をあらかじめ予測し、それら

の解決策も同時に検討する必要があります。科学技

術の発展スピードは、法規制の改変のそれを大きく

上回るため、新規科学技術が現行の法規制に合って

いないことはむしろ当たり前なのです。そこで重要

になってくるのが、私たちが社会において依拠すべ

き規範、すなわち倫理原則に適合しているか、そし

て、社会に受容されるものであるかなのです。これ

はそのまま大阪大学の研究活動にもそっくりそのま

ま当てはまります。大学がELSI研究に取り組むこ

とは、イノベーティブな大学として未来に向けて責

任ある主体であり続けることの下支えになることで

はないかと考えています。

2020年4月に社会技術共創研究センターが発足

しました。通称「ELSIセンター」です。ELSIとは

「エルシー」と読み、倫理的・法的・社会的課題

（ethical, legal and social issues）の略称で

す。ELSIという略語はもともと、アメリカで1990

年に開始されたゲノム解析プロジェクトに伴って実

施された研究プログラムの名前でした。ヒトの全ゲ

ノムが解析され配列が決定されると社会にどんな影

響が生じそうかをあらかじめ予測して備えようとし

たのです。

大阪大学ELSIセンターでは、これまで主に生命

科学の分野で取り組まれていたELSIという切り口

を科学技術全般に広げたわけです。新しい技術が社

会に導入される際には、その時点での社会のルール

と合ってない場合が多々あります。過去にはこうし

たズレが事故や事件につながってしまい、技術その

ものが葬られてしまい、社会にとっての有益な用途

が実現しなかった例も数多くあります。民泊やライ

ドシェアサービスは便利なものですが、当時の日本

の法律では違法でした。安価なドローンが出てきた

際には、航空法が対応してなかったので急遽改正さ

れました。人事評価が人工知能（AI）によって自

動的になされるとしたら違和感を覚える人は多いの

ではないでしょうか。ノンアルコールビールは会社

教育・研究を通した社会貢献と持続可能性
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ELSI センター キックオフ・トーク
（オンライン開催）
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キャンパスの植物の調査と観察会

　2008年、2009年に教育研究等重点推進経費の

採択を受け『キャンパスに咲く花』（福井希一・栗

原佐智子共編著、大阪大学出版会）吹田編と豊中編

をそれぞれ出版し、学内の植生を紹介しました。本

書は基礎セミナー「植物を知り植物に学ぶ」の授業

内容のなかで新型授業開発プロジェクトに採択さ

れ、受講生とともに調査ととりまとめを行い、学内

教職員や卒業生の協力を得て出版したものです（箕

面キャンパスは調査のみとなりました）。調査結果

は、総合学術博物館にデータベースとして保存され

ています。この成果を受け21世紀懐徳堂の要請で、

2010年より春と秋に各２回ずつ、植物探検隊と称

して、待兼山の植物とその成り立ちを紹介する観察

会を実施しました。この取り組みは2019年の秋ま

で人気講座として継続され、公民館など学外団体か

らの要請もあり少なくとも延べ800人以上の受講者

が待兼山周辺をめぐりました。

『キャンパスに咲く花』の収載植物数は吹田・豊中

両キャンパスで200種以上にも及びました。その後

も観察会前の調査では毎回約120種の植物種を記録

しましたが、事前調査は全数調査ではないため、四季

を通じて観察可能な種数はこれを上回ります。

　大阪大学は千里丘陵に連なる三つのキャンパスを

有し、設立以来年月を経て、その自然環境は市街地

に残された緑地となっています。豊中地区の待兼山

には豊中市で希少となった植物や新種の昆虫が生息

し、基礎工学棟東側斜面には「大阪府レッドリスト

2014」で準絶滅危惧種のヒメボタルの生息地があ

り、豊中市の保全配慮地区となっています。2019

年度に共創機構社学共創本部で採択された社学共創

クラスター「大学・地域の共創による生物多様性保

全の実現」プロジェクトでは、このように貴重とな

った自然環境の保護について、SDGsの観点から企

業のCSR活動等としても協力を呼びかけることや、

学生、教職員、地域住民と自治体とともに意識する

拠点をつくり生物多様性を保全することと教育に統

合的に取り組んでいます。このような保全のための

整備は、地域住民と連携した防災、防犯にもつなが

ることや、長期的なエコシステムの確立に結び付く

ことで、大学と社会の共創による社会的課題の解決

にもつながります。

　本プロジェクトで始めた活動は主に二つあり、一

つは学生教職員と地域の住民や諸団体が共同し、教

育・研究活動を通じてキャンパス内や地域の生物多

様性を把握することでした。教育活動では、新入生

向けの授業「学問への扉」を開講して生物多様性を

学ぶ場を提供し、研究活動では、ヒメボタルや植生

の調査を行っています。

　もう一つの活動は、学生教職員と地域の住民や諸

団体が、生物多様性を守り育てる活動を楽しみなが

ら行うことで、仲間を増やしながら、地域社会の持

続可能性を向上させる取り組みのネットワークやゆ

るやかな体制をつくることです。豊中市の自然を調

査するNPO、アジェンダ21自然部会のほか、池田市、

吹田市とも連携をとりながら、行政、市民、大学の

対話の場を継続し、内外の関係者とともに、学内で

緊急性のある生物の保護から優先的に取り組みつ

つ、体制の整備を進めています。

（伊藤）

待兼山はアカマツ、モチツツジ、ソヨゴ、ネジキ、

シュンランなど、関西の山々に特徴的な植生を残し、

クヌギやコナラ、クスノキの樹冠とモウソウチクな

ど、人の利用による植生の侵食を受けながらも、種

数についてはこの10年ほどで大きな増減はみられ

ません。待兼山は弥生時代から周辺に人が居住し、

古墳が残る葬送の地であり、清少納言は『枕草子』

の中で、名山の一つとして挙げています。中世以降

は入会地として利用されながら1869年に大阪医学

校が開設されて以来、大正天皇と皇太子（昭和天皇）

の行幸啓、戦災、学びの地として伐採と植栽、建物

の建設と、人の出入りが繰り返されてきました。に

もかかわらず、周辺の山々と比較すれば明らかに種

数では劣るものの、待兼山にはいまだに豊かな里山

教育・研究を通した社会貢献と持続可能性
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の名残があるといえます。街中の大学の中にある、

人とともにあった歴史と記録がある貴重な山、それ

が待兼山です。

また現在は、旧制浪速高等学校尋常科博物教室に

よる昭和４（1928）年の御大典記念研究、『待兼山産

薬用及有毒植物目録』、「待兼山植物目録」をデータ

化して、「御大典記念標本」と、現在の植生との周

辺環境の変遷の比較検討を試みながら、保全の活動

とリンクさせることにも取り組んでいます。

（栗原）

豊中キャンパスの

ヒメボタルの幼虫調査

ヒメボタルはホタル科に属す甲虫の一種で、北海

道を除く日本列島に広く分布します。ゲンジボタル

やヘイケボタルとは異なる陸棲のホタルで、短くフ

ラッシュ発光します。近年、各地の市民グループに

よる調査により多くの生息地が見つかり、成虫の発

生時期、発光時間帯、大きさなどに地域変異がある

ことが明らかになりました。その一方で市街地に近

い個体群は開発などにより消滅し、大阪府のレッド

データリストでは準絶滅危惧種に指定されていま

す。特に豊中市では、豊中キャンパスの他には、春

日町に生息地が残されるのみとなり、2016年より

都市緑地法に基づく「特別緑地保全地区」に指定さ

れました。キャンパス内のヒメボタルは、2015年

に理学研究科から基礎工学研究科研究棟の東側斜面

（市立豊中病院との境界部分）を中心に分布が確認

されました。しかし、生育域の詳細や密度などにつ

いての情報はなく詳しい調査が求められています。

2019年度は、幼虫の生育域や成長段階を調べるた

め、トラップ調査を行いました。トラップは小さな穴

をあけたプラ製小型円筒ケースを用い、その中に誘

引用の餌（生きた巻貝を潰したもの）を入れ、幼虫の

生育場所と考えられる地表面に上下左右１ｍの間

隔、99個を12月21日に埋設しました。1 週間後の12

月28日に回収し、幼虫数をカウントした結果、99ト

ラップ中50トラップに幼虫が見つかり、合計78匹

の幼虫が捕獲できました。生息密度は１㎡あたり

0.5 匹（総設置面積 148㎡）で、他の地域のデータと

比較すると高密度な生息地と考えられます。幼虫の

体長は 9㎜～15㎜、平均 12.1㎜（78匹）、中央値 11㎜

（20匹)でした。9㎜の２匹を除いて、他は終齢幼虫

で、12月末の時点でほとんどの幼虫が終齢に達して

いることが明らかになりました。この調査は、社学共

創クラスター（2020年度より SSI 協力プロジェク

トへ移行）「大学・地域の共創による生物多様性保全

の実現」構成メンバーで行い、大阪大学生物研究会お

よび大阪府立刀根山高等学校生物エコ部に協力をい

ただきました。

調査トラップには、ヒメボタルの幼虫の他に、ヤ

スデ、ムカデ、ダンゴムシ、ワラジムシ、およびゴ

ミムシ類が混獲され、調査トラップを埋設する際、

ミミズも複数確認されました。このことから、幼虫

の生育場所にはこれら土壌動物が生息し、また幼虫

の捕獲場所によっては、餌となる陸生貝類の生育し

ていないポイントもみられるため、幼虫たちは広範

囲に餌を求めて移動しているか、他の生物を食べて

いることも示唆されました。

（松本／中島）

キャンパスの鳥類と樹木

待兼山を含む豊中キャンパスでは、これまで鳥類

が 50種以上も確認されています。鳥類は枝にとまり

羽を休めたり、巣をつくり繁殖したりするだけでな

く、実を食べるので、種子散布を通じて豊かな森林形

成にも貢献するとされています。キャンパス内では

約70種類の樹木が確認されていますが、実際に成樹

がみられない樹木の実生（芽生え）が確認できること

から、野鳥がいろいろな場所から種子を運んできて

いる実態が明らかにされました。野鳥の種とどのよ

うな植物を食べているか、その食性との関係を調べ

ることで、キャンパス内の緑化に際し、自然を豊かに

する樹種の選定にも役立つと考えられます。

一年中キャンパスにみられる鳥として、スズメ、

ハシブトガラス、メジロ、ウグイスおよびエナガ（下

左図）が確認されています。初夏には、オオルリ、

キビタキ（下中図）、ニュウナイスズメが渡りの途

中の休息地として利用しています。冬の渡り鳥とし

ては、シロハラ、ツグミ、ルリビタキ（下右図）が

確認されています。これまで少なくとも10種の巣

立ち雛が確認されており、野鳥の繁殖地としても利

用されています。また、中山池では、バンやカモ類、

サギ類など多くの水鳥がみられ（注）、水辺の植物や

水草を食べている姿がみられます。

キャンパスで鳥のさえずりを聞き、身近に多様な

鳥類の存在を感じ、それを育む多様な樹木の存在を

理解してもらう身近な学び場として、自然を考える

きっかけを提供できればと考えています。

（中島／古屋）

（注）カワセミ、カワウ、バン、オオバン、カイツブリ、アオサギ、

ダイサギ、コサギ、キンクロハジロ、ホシハジロ、カルガモ、

マガモ、ハシビロガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、ヒド

リガモの 16 種

キャンパス環境の保全と生物多様性

　大学は、研究と教育の基盤として、キャンパスに

建物を建てる等の整備を行っていかなければなりま

せん。そのときに、単純に何㎡建てなければならな

いとか、「大事な生物がいるから駄目だ」といった

議論だけではなく、大事な自然資源があるのなら、

どのような環境や経緯がそれを可能にしたのか、例

えば建物を建てながら保護することは可能なのか、

あるいは他の場所へ移すことはできないのか、待兼

山など一定の観察フィールドとしてまとめていくこ

とはできないのか、ということを議論しながら、開

発と保全のバランスをとって行かなければならない

と考えています。

保全するにしても、ほったらかしは保全ではあり

ません。一旦人間の手が入った以上、ササやタケが

繁茂しすぎないようにするとか、最低限の間伐を行

うなどの維持管理をしていくことが必要ですが、一

方で、大学の財政状況はかつてないほど厳しく、広

大な樹林地の維持管理に予算を振り分けることは、

ますます難しくなっています。

その中で、待兼山の植物探検隊や、タケの会（柴原

町タケの会コラボ、サステイナブルキャンパスオフ

ィス）・そうめん流し（経済学研究科の有志学生）が

行ってきたように、さらに昨年からヒメボタルの観

察や保全（松本＋中島ほか）に取り組んでいるよう

に、本来人間が自然の中での生活で行ってきたよう

なフィールドワークを、学び楽しみながら少しずつ

続けていくことで、多大の予算をかけずとも、研究や

教育と連動させながら、進めていかなければならな

いと考えています。

社会の仕組みは、理念的なこと、技術的あるいは学

術的なこと、人々の生活や経済活動と密着した取り

組み、これらが一体となって組み立てられていく必

要があります。一方で、社会の側でも、企業のESG

（環境、社会、企業統治）投資や CSR（企業の社会的責

任）といった言葉や、あるいは生涯学習の考え方のよ

うに、企業や組織が社会に貢献することや、人が学び

続けることの重要性に注目が集まっています。

キャンパスや周辺地域での生物多様性を守り育て

ていく活動を、集約された成果として見せていくこ

とで、まずは大学の学生教職員や経営層に対して、キ

ャンパスの空間資源・自然資源としての維持保全と

生物多様性の重要性を理解してもらうことが大切で

す。そして周辺地域の人々や企業に活動や支援の輪

を広げていくことが、社会全体の持続可能性を高め

ていくための活動のモデルとなるのです。

（吉岡）
『待兼山産薬用及有毒植物
目録』　表紙・折込地図



キャンパスの植物の調査と観察会

　2008年、2009年に教育研究等重点推進経費の

採択を受け『キャンパスに咲く花』（福井希一・栗

原佐智子共編著、大阪大学出版会）吹田編と豊中編

をそれぞれ出版し、学内の植生を紹介しました。本

書は基礎セミナー「植物を知り植物に学ぶ」の授業

内容のなかで新型授業開発プロジェクトに採択さ

れ、受講生とともに調査ととりまとめを行い、学内

教職員や卒業生の協力を得て出版したものです（箕

面キャンパスは調査のみとなりました）。調査結果

は、総合学術博物館にデータベースとして保存され

ています。この成果を受け21世紀懐徳堂の要請で、

2010年より春と秋に各２回ずつ、植物探検隊と称

して、待兼山の植物とその成り立ちを紹介する観察

会を実施しました。この取り組みは2019年の秋ま

で人気講座として継続され、公民館など学外団体か

らの要請もあり少なくとも延べ800人以上の受講者

が待兼山周辺をめぐりました。

『キャンパスに咲く花』の収載植物数は吹田・豊中

両キャンパスで200種以上にも及びました。その後

も観察会前の調査では毎回約120種の植物種を記録

しましたが、事前調査は全数調査ではないため、四季

を通じて観察可能な種数はこれを上回ります。

　大阪大学は千里丘陵に連なる三つのキャンパスを

有し、設立以来年月を経て、その自然環境は市街地

に残された緑地となっています。豊中地区の待兼山

には豊中市で希少となった植物や新種の昆虫が生息

し、基礎工学棟東側斜面には「大阪府レッドリスト

2014」で準絶滅危惧種のヒメボタルの生息地があ

り、豊中市の保全配慮地区となっています。2019

年度に共創機構社学共創本部で採択された社学共創

クラスター「大学・地域の共創による生物多様性保

全の実現」プロジェクトでは、このように貴重とな

った自然環境の保護について、SDGsの観点から企

業のCSR活動等としても協力を呼びかけることや、

学生、教職員、地域住民と自治体とともに意識する

拠点をつくり生物多様性を保全することと教育に統

合的に取り組んでいます。このような保全のための

整備は、地域住民と連携した防災、防犯にもつなが

ることや、長期的なエコシステムの確立に結び付く

ことで、大学と社会の共創による社会的課題の解決

にもつながります。

　本プロジェクトで始めた活動は主に二つあり、一

つは学生教職員と地域の住民や諸団体が共同し、教

育・研究活動を通じてキャンパス内や地域の生物多

様性を把握することでした。教育活動では、新入生

向けの授業「学問への扉」を開講して生物多様性を

学ぶ場を提供し、研究活動では、ヒメボタルや植生

の調査を行っています。

　もう一つの活動は、学生教職員と地域の住民や諸

団体が、生物多様性を守り育てる活動を楽しみなが

ら行うことで、仲間を増やしながら、地域社会の持

続可能性を向上させる取り組みのネットワークやゆ

るやかな体制をつくることです。豊中市の自然を調

査するNPO、アジェンダ21自然部会のほか、池田市、

吹田市とも連携をとりながら、行政、市民、大学の

対話の場を継続し、内外の関係者とともに、学内で

緊急性のある生物の保護から優先的に取り組みつ

つ、体制の整備を進めています。

（伊藤）

待兼山はアカマツ、モチツツジ、ソヨゴ、ネジキ、

シュンランなど、関西の山々に特徴的な植生を残し、

クヌギやコナラ、クスノキの樹冠とモウソウチクな

ど、人の利用による植生の侵食を受けながらも、種

数についてはこの10年ほどで大きな増減はみられ

ません。待兼山は弥生時代から周辺に人が居住し、

古墳が残る葬送の地であり、清少納言は『枕草子』

の中で、名山の一つとして挙げています。中世以降

は入会地として利用されながら1869年に大阪医学

校が開設されて以来、大正天皇と皇太子（昭和天皇）

の行幸啓、戦災、学びの地として伐採と植栽、建物

の建設と、人の出入りが繰り返されてきました。に

もかかわらず、周辺の山々と比較すれば明らかに種

数では劣るものの、待兼山にはいまだに豊かな里山
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の名残があるといえます。街中の大学の中にある、

人とともにあった歴史と記録がある貴重な山、それ

が待兼山です。

また現在は、旧制浪速高等学校尋常科博物教室に

よる昭和４（1928）年の御大典記念研究、『待兼山産

薬用及有毒植物目録』、「待兼山植物目録」をデータ

化して、「御大典記念標本」と、現在の植生との周

辺環境の変遷の比較検討を試みながら、保全の活動

とリンクさせることにも取り組んでいます。

（栗原）

豊中キャンパスの

ヒメボタルの幼虫調査

ヒメボタルはホタル科に属す甲虫の一種で、北海

道を除く日本列島に広く分布します。ゲンジボタル

やヘイケボタルとは異なる陸棲のホタルで、短くフ

ラッシュ発光します。近年、各地の市民グループに

よる調査により多くの生息地が見つかり、成虫の発

生時期、発光時間帯、大きさなどに地域変異がある

ことが明らかになりました。その一方で市街地に近

い個体群は開発などにより消滅し、大阪府のレッド

データリストでは準絶滅危惧種に指定されていま

す。特に豊中市では、豊中キャンパスの他には、春

日町に生息地が残されるのみとなり、2016年より

都市緑地法に基づく「特別緑地保全地区」に指定さ

れました。キャンパス内のヒメボタルは、2015年

に理学研究科から基礎工学研究科研究棟の東側斜面

（市立豊中病院との境界部分）を中心に分布が確認

されました。しかし、生育域の詳細や密度などにつ

いての情報はなく詳しい調査が求められています。

2019年度は、幼虫の生育域や成長段階を調べるた

め、トラップ調査を行いました。トラップは小さな穴

をあけたプラ製小型円筒ケースを用い、その中に誘

引用の餌（生きた巻貝を潰したもの）を入れ、幼虫の

生育場所と考えられる地表面に上下左右１ｍの間

隔、99個を12月21日に埋設しました。1 週間後の12

月28日に回収し、幼虫数をカウントした結果、99ト

ラップ中50トラップに幼虫が見つかり、合計78匹

の幼虫が捕獲できました。生息密度は１㎡あたり

0.5 匹（総設置面積 148㎡）で、他の地域のデータと

比較すると高密度な生息地と考えられます。幼虫の

体長は 9㎜～15㎜、平均 12.1㎜（78匹）、中央値 11㎜

（20匹)でした。9㎜の２匹を除いて、他は終齢幼虫

で、12月末の時点でほとんどの幼虫が終齢に達して

いることが明らかになりました。この調査は、社学共

創クラスター（2020年度より SSI 協力プロジェク

トへ移行）「大学・地域の共創による生物多様性保全

の実現」構成メンバーで行い、大阪大学生物研究会お

よび大阪府立刀根山高等学校生物エコ部に協力をい

ただきました。

調査トラップには、ヒメボタルの幼虫の他に、ヤ

スデ、ムカデ、ダンゴムシ、ワラジムシ、およびゴ

ミムシ類が混獲され、調査トラップを埋設する際、

ミミズも複数確認されました。このことから、幼虫

の生育場所にはこれら土壌動物が生息し、また幼虫

の捕獲場所によっては、餌となる陸生貝類の生育し

ていないポイントもみられるため、幼虫たちは広範

囲に餌を求めて移動しているか、他の生物を食べて

いることも示唆されました。

（松本／中島）

キャンパスの鳥類と樹木

待兼山を含む豊中キャンパスでは、これまで鳥類

が 50種以上も確認されています。鳥類は枝にとまり

羽を休めたり、巣をつくり繁殖したりするだけでな

く、実を食べるので、種子散布を通じて豊かな森林形

成にも貢献するとされています。キャンパス内では

約70種類の樹木が確認されていますが、実際に成樹

がみられない樹木の実生（芽生え）が確認できること

から、野鳥がいろいろな場所から種子を運んできて

いる実態が明らかにされました。野鳥の種とどのよ

うな植物を食べているか、その食性との関係を調べ

ることで、キャンパス内の緑化に際し、自然を豊かに

する樹種の選定にも役立つと考えられます。

一年中キャンパスにみられる鳥として、スズメ、

ハシブトガラス、メジロ、ウグイスおよびエナガ（下

左図）が確認されています。初夏には、オオルリ、

キビタキ（下中図）、ニュウナイスズメが渡りの途

中の休息地として利用しています。冬の渡り鳥とし

ては、シロハラ、ツグミ、ルリビタキ（下右図）が

確認されています。これまで少なくとも10種の巣

立ち雛が確認されており、野鳥の繁殖地としても利

用されています。また、中山池では、バンやカモ類、

サギ類など多くの水鳥がみられ（注）、水辺の植物や

水草を食べている姿がみられます。

キャンパスで鳥のさえずりを聞き、身近に多様な

鳥類の存在を感じ、それを育む多様な樹木の存在を

理解してもらう身近な学び場として、自然を考える

きっかけを提供できればと考えています。

（中島／古屋）

（注）カワセミ、カワウ、バン、オオバン、カイツブリ、アオサギ、

ダイサギ、コサギ、キンクロハジロ、ホシハジロ、カルガモ、

マガモ、ハシビロガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、ヒド

リガモの 16 種

キャンパス環境の保全と生物多様性

　大学は、研究と教育の基盤として、キャンパスに

建物を建てる等の整備を行っていかなければなりま

せん。そのときに、単純に何㎡建てなければならな

いとか、「大事な生物がいるから駄目だ」といった

議論だけではなく、大事な自然資源があるのなら、

どのような環境や経緯がそれを可能にしたのか、例

えば建物を建てながら保護することは可能なのか、

あるいは他の場所へ移すことはできないのか、待兼

山など一定の観察フィールドとしてまとめていくこ

とはできないのか、ということを議論しながら、開

発と保全のバランスをとって行かなければならない

と考えています。

保全するにしても、ほったらかしは保全ではあり

ません。一旦人間の手が入った以上、ササやタケが

繁茂しすぎないようにするとか、最低限の間伐を行

うなどの維持管理をしていくことが必要ですが、一

方で、大学の財政状況はかつてないほど厳しく、広

大な樹林地の維持管理に予算を振り分けることは、

ますます難しくなっています。

その中で、待兼山の植物探検隊や、タケの会（柴原

町タケの会コラボ、サステイナブルキャンパスオフ

ィス）・そうめん流し（経済学研究科の有志学生）が

行ってきたように、さらに昨年からヒメボタルの観

察や保全（松本＋中島ほか）に取り組んでいるよう

に、本来人間が自然の中での生活で行ってきたよう

なフィールドワークを、学び楽しみながら少しずつ

続けていくことで、多大の予算をかけずとも、研究や

教育と連動させながら、進めていかなければならな

いと考えています。

社会の仕組みは、理念的なこと、技術的あるいは学

術的なこと、人々の生活や経済活動と密着した取り

組み、これらが一体となって組み立てられていく必

要があります。一方で、社会の側でも、企業のESG

（環境、社会、企業統治）投資や CSR（企業の社会的責

任）といった言葉や、あるいは生涯学習の考え方のよ

うに、企業や組織が社会に貢献することや、人が学び

続けることの重要性に注目が集まっています。

キャンパスや周辺地域での生物多様性を守り育て

ていく活動を、集約された成果として見せていくこ

とで、まずは大学の学生教職員や経営層に対して、キ

ャンパスの空間資源・自然資源としての維持保全と

生物多様性の重要性を理解してもらうことが大切で

す。そして周辺地域の人々や企業に活動や支援の輪

を広げていくことが、社会全体の持続可能性を高め

ていくための活動のモデルとなるのです。

（吉岡）

中島大暁 撮影
＜撮影条件：2020/05/30 22:48, 55'40", 
　　　　　　f/1.8, ISO 1600, 50mm（35mm 換算）＞
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http://gecs.main.jp/


大阪大学 環境報告書 2020 42



大阪大学 環境報告書 202043

http://gecs.main.jp/
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https://m.facebook.com/ishibashi.handai
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http://www.danjo.osaka-u.ac.jp/
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https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/diversity
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https://www.osaka-u.ac.jp/jp/facilities/anzen/index.html
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http://www.epc.osaka-u.ac.jp/
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http://chiba-u-siso.xrea.jp/chibasiso/


環境省「環境報告書ガイドライン (2018年版 )」対照表

項目 掲載頁

P01

P07

ー

ー

P07

P23-44

P14-16,20,52

P07

ー

ー

P20

ー

ー

ー

ー

P53-54

ー

P08

ー

ー

P07-08

P08

ー

P03

ー

ー

ー

事業者のガバナンス体制

重要な環境課題の管理責任者

重要な環境課題の管理における執行組織の役割

ステークホルダーへの対応方針

実施したステークホルダーエンゲージメントの概要

リスクの特定、評価及び対応方法

上記の方法の全学的なリスクマネジメントにおける位置付け

事業者のビジネスモデル

バリューチェーンの概要

グリーン調達の方針、目標・実績

環境配慮製品・サービスの状況

長期ビジョン

長期ビジョンの設定期間

その期間を選択した理由

持続可能な社会の実現に向けた事業者の事業戦略

事業者が重要な環境課題を特定した際の手順

特定した重要な環境課題のリスト

特定した環境課題を重要であると判断した理由

重要な環境課題のバウンダリー

取組方針・行動計画

実績評価指標による取組目標と取組実績

実績評価指標の算定方法

実績評価指標の集計範囲

リスク・機会による財務的影響額と算定方法

報告事項に独立した第三者による保証報告書

経営責任者のコミットメント

ガバナンス

ステークホルダーエンゲージメントの状況

リスクマネジメント

ビジネスモデル

バリューチェーンマネジメント

長期ビジョン

戦略

重要な環境課題の特定方法

事業者の重要な環境課題

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/information/environment/report


大阪大学は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています


